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仏教教育における非俗性の回復
山崎　龍明
1.　
本学の高校、大学の教壇に立っておよそ四十年の歳月が経った。高校の宗教の授業は大学
のそれとは異なったものがある。教員と生徒との距離が比較的近いこともあって身近な授業
展開も可能である。
当時、といっても四十年前であるが高校一年次は宗教一般のテキスト『宗教』を用い、二
年次は『仏教と文化』のタイトルのもとに、インドの仏教文化、中国、日本の仏教と文化を
学習するのであるが、中心は日本への仏教伝来と、仏教史、仏教文化である。三年次は親鸞
である。いづれも西本願寺の学校連合会編集によるものである。
これらの教科書はどちらかというと、あまりにも教条的であり担当時はアレンジしながら
工夫して授業展開をしていた。しかし、体系的に学習できるという面に於いてはメリットも
多いが、高校生の問題意識を考えると具体性に欠けるというデメリットも否定できない。
大学では仏教概説の名称で一年生の必修となっている。内容は、本学学祖高楠順次郎先生
の生涯と思想を最初に学び、次第にゴータマブッダの生涯と、仏教思想の根本である三法印
（諸行無常印、諸法無我印、涅槃寂静印）、縁起の思想といったように基本思想を学習する。
しかし、その展開は各担当教員に一任されており、独自に授業展開がなされている。
私の授業展開では、常に身近な問題をとりあげ、それを仏教思想という視点からどう考え
るか、といった方向で学習することを心がけてきた。なぜなら、仏教の根本精神は人間の根
本的苦悩の解決、除苦悩の法を身につけることであり、単なる思想の学習にその目的がある
訳ではない。仏教は真理を中心とした教えという場合、これを仏法といい、真理を身につけ
るという実践的な場合は、これを仏道という。
思想を学ぶということと、思想を実践するということは必ずしも同じではない。仏教がい
たずらに観念化されると、衒学的なものとなり自己自身の問題とますます乖離していくであ
ろう。ブッダがこのことを極端に嫌い、どこまでも法を中心として自己を問い、自己を学
び、自己を成就していくことを事としていった。これが「證悟」（さとり）というものの内
実である。
ブッダには無記説という思想がある。答えを記さないという解答の方法である。答えない
ということと、答えられないということは同一ではない。答えを拒否するという答えの方法
であるといってもいい。ブッダはあまりにも形而上的、観念的な設問に対しては解答を拒否
した。これが無記ということであり、また捨置記（記すことを捨置する）とも表現されるこ
とがある。
なぜブッダは答えを捨置したのか。それはどのような内容であったのか、ということにつ
いて簡略に記しておきたい。それは外道（仏教以外の思想家、哲学者等）がブッダに質問し
8たが、ブッダは一切答えず捨置したといわれる十四種の問いである（十四難、十四無記、と
もいう）。
一、　世界、我は常なりや
二、　亦た、無常なりや
三、　亦た、有常亦無常なりや
四、　非有情非無常なりや
五、　世界は有辺なりや
六、　世界は無辺なりや
七、　亦た、有辺亦、無辺なりや
八、　非有辺、非無辺なりや
九、　死後に我は去ることありや
十、　我、去ることなきや
十一、我、亦た去ることあり、亦、去ることなきや
十二、我、亦た去ることあるにあらず、我、亦た去ることなきにあらざるや
十三、後世には身これ我なりや
十四、身と我は異なりや
これらの設問にはブッダは一切沈黙を守ったと伝えられる。
かつて自然科学を専門とする本学の教員が「弟子の質問に答えないブッダは不親切である」
と私に問い、その意旨を質問されたことがあった。確かに問いに答えないということは適切
ではない。ブッダは答えなかったのではなく、その問いを拒絶したのである。ある時、仏弟
子マールンキヤの問いに答えず、ブッダは一つの譬喩を彼に説示したと伝えられている。
「ここに一人の男が毒矢に射られたとする。矢を放ったのは誰か。どの方向から飛んで
きたのか。この毒は何かということが判明するまでこの男の矢を抜いてはならないとし
たらどうであろうか。」
経典は多くの譬喩によって説法がなされている。譬喩によって真実を示そうとするのであ
る。
この毒矢の譬えの趣旨は何か。それは毒矢に射られたらまず第一に毒矢を抜くことが大切
である。実地検証などまっていたら死んでしまう。毒が体にまわるまでに抜き取ることであ
るというのである。
これらはさきに一言した通り、形而上的な問いを一切否定して、現実のこの身にかかわる
苦悩からの解放、解脱を目指したブッダの面目躍如たるものがあるといえよう。
ブッダはこの身の現実と、かかえているさまざまな苦悩を超克することが究極の課題であ
るとした。したがって、さきの十四種は、あまりに現実から乖離した観念的な問いとして却
下したのである。
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2.　
仏教概説の授業もカリキュラムの改変等により授業方法も改定され、２人の教員が担当す
ることになった。一つは仏教思想そのものの講義であり、もう一つは仏教思想の社会編とで
もいった授業である。私は後者を担当しているが、当初はとまどいを禁じ得なかった。
しかし仏教思想を視座として現実の諸問題を学習するという方向は、更めて学生の興味を
喚起したことも事実である。二千数百年前のブッダの思想と、現実のさまざまな問題がリン
クしていることに驚きを感じたという学生の声も届くようになった。紀元前五世紀という時
代を生きたブッダと、今日のそれとは大きく異なるところがある。しかし、人間そのもの、
生と死にかかわる本質的な側面においては変わることがないという認識を私は持つ。
いつの時代であっても変わりなく生死しつつあるわたしの只中に「生老病死
4 4 4 4
、愛別離苦、
怨憎会苦、求不得苦、五蘊盛苦」といった現実が容赦なく襲いかかる。それらの苦しみをい
かに超克するか、その道の学びが仏道の歩みということである。
苦しみの根源は煩悩であるというのが仏教の通軌である。煩悩とは一般に kleśaといわれ、
心穢とも訳される。貪瞋痴の三種が三毒の煩悩といわれることもある。あくなき欲望（貪）、
激しきいかり（瞋）、底なき愚かさ（痴）の三種であり、これが苦（悩）を拡大再生産する
のである。
現在の閉鎖的、閉塞的な社会状況と人間の煩悩とは分かち難く結びついているといえない
であろうか。このような視点から、現実の諸問題を仏教的に解析し、その問題性を剔抉して
問題解決の方途を探る授業を展開している。
具体的には、
１、仏教と科学、哲学、政治、経済、倫理
２、仏教と差別問題（部落差別、職業、障害者、性、民族、差別戒名、仏教と平和等々）
３、仏教と死刑制度
４、仏教と公害問題（水俣病、足尾鉱毒問題と田中正造の思想等）
５、仏教と資源問題（エネルギー問題、福島原子力発電所事故、放射能汚染問題等々）
と言った問題を中心に展開している。
仏教はいのちにめざめ、いのちをはぐくみ、いのちの燃焼をはかる教えである。とするな
らばさきの五つの項目に記した問題と直接、間接かかわりをもつものといわなければならな
い。
仏教はともすると自己の救い、成仏ということを内面的なものとして取り扱い、自己以外
のものとはかかわらないことを美徳としてきたきらいがある。世俗と言う言葉がそのことを
あらわしている。一般に世俗とか世間というものは、仏教者からすれば程度の低いものとみ
なされ、迷いそのものであるという認識が強い。世間とは遷流という意味であり、流動変転
してやまない不確実、不安定な空間のことである。そこから脱却して不動なる世界をめざす
ことを出世という。出世間という。
ここには明らかに世俗蔑視が見られる。しかし、世俗社会を低いところとみて一人山に入
り孤高を保つという仏法に対して、正面から反旗を翻えした一人が親鸞である。親鸞は街か
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ら山に入り、山から街へ出た仏教者であることは広く知られている。親鸞は南都の六宗をは
じめ、比叡山、高野山も含めた当時の仏教界と仏教者に対して痛烈な批判を試みた。
十六首の和讃（詩偈）を著し、国家に隷属し権力化した仏教と僧侶等を非本来的な仏教と
いい切っている。
五濁増のしるしには
この世の道俗ことごとく
外儀は仏教のすがたにて
内心外道を帰敬せり
かなしきかなや道俗の
良時・吉日えらばしめ
天神・地祇をあがめつつ
卜占祭祀つとめとす
外道・梵士・尼乾志に
こころはかはらぬものとして
如来の法衣をつねにきて
一切鬼神をあがむめり
かなしきかなやこのごろの
和国の道俗みなともに
仏教の威儀をもととして
天地の鬼神を尊敬す
と自我充足のために祈りごと、祀りごとに狂奔する僧侶たちを徹底批判した。とりわけ次の
和讃は駿洌である。
末法悪世のかなしみは
南部北嶺の仏法者の
輿かく僧達力者法師
高位をもてなす名としたり
十六首の和讃を記した親鸞は奥書に次のように述べている。
以上十六首、これは愚禿がかなしみなげきにして述懐としたり。この世の本寺本山のい
みじき僧とまうすも法師とまうすもうきことなり
釈親鸞之を書く　　
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壮大な伽藍を誇る大本山も、官位の高い僧もみな仏道の本質を逸脱しているというのであ
る。これは八十五歳の時のものであるが、親鸞は三十五歳の時、念仏弾圧事件によって越後
に流罪されている。後年親鸞は、「しかればすでに僧に非ず、俗に非ず」としるしている。
私はもう国家の認める僧ではない。しかし、俗ではないという。この「非俗」の精神こそ
親鸞の仏道の根底をなすものであった。五十年経過した八十五歳の時も親鸞はこの「非俗」
精神を失うことはなかった。
「非俗」とは世俗の相対化である。間違っても世俗を絶対化しない。これが仏道の基本で
ある。しかし、日本の仏教は親鸞の系流に属する者も、例外なくこの原則を破り世俗に埋没
していった。ブッダの不殺生戒を口にしながら戦争を全肯定し、あまつさえ聖戦といっては
ばからなかった。
身近な問題でいえば、処理不能な使用済み核燃料のことも考えず、経済成長のために原発
を五十四基も作ったことと通底する。市井の原子力学者高木仁三郎が「人間は過ちを犯す。
人間は消すことができない火をつけてしまった」と警告したが、それは全く無視され続けて
いる。世俗の誤り、虚妄性を洞察する真の智慧を喪失した人間、私たちの悲劇はとどまると
ころを知らない。
さきに掲げた五つの授業計画は以上のような視点から、現代社会を考え、人間回復をはか
りたいという志念に基づいている。以下簡略にそのいくつかについて問題点を摘出してみた
い。
仏教と科学といった問題は常に問われる問題である。仏教とはどこまでも主体的に真理を
探究し、その真理を自覚する道である。ブッダという語が「覚醒、目ざめ」を意味するもの
であるところからもそれは知られる。仏教という語が「仏（覚者）の教え」と理解され、
「仏に成る教え（成仏道）」といわれる由縁である。
他方、科学とはどこまでも客観的合理的に真理を追究する道であるという面において互い
に異なった次元にある。しかし、時に仏教の科学性とか仏教と科学とは矛盾しないといった
提起が仏教者によってなされたりすることがある。ここには科学があらゆるものに優位性を
もっているという認識がありはしないか。科学によって仏教を位置づけるという手法であ
る。
科学は科学として、仏教は仏教として在ることによって、相互の存在意義がある。夭折し
たキリスト教詩人、八木重吉（1898­1927）に次の言葉がある。
人が何と言ってもかまわぬ
どの本に何と書いてあってもかまわぬ
聖書にどう書いてあってさえもかまわぬ
自分はもっと上をつかもう
信仰以外から信仰を解くまい
三十歳で帰天した若き信仰者の言葉である。私の座右の銘であるといってもいい。
乱暴な、あるいは恣意的な信仰観と考えられるかもしれないが、八木重吉のギリギリの信
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仰理解がここにある。仏教は科学を否定するのではない。科学を相対化するものである。い
や、あらゆるものを絶対化しない、絶対化すべきものは存在しないというのが仏教の基本的
視座である。哲学も政治も、経済も、倫理（道徳）も、ともに重要不可欠な領域である。と
同時に仏教（あるいは幅広く宗教全般が）もまた人間が生きていく上で一定限度の意味を発
揮するものとして並列視されてもいい。しかし、現実は現代社会にあっては「仏教など無
用」いや、それ以下として思料されていることは周知のところである。
次に仏教者と差別の問題について一言しておきたい。われわれの周囲にある差別問題の根
本にあるものは端的にいって人間蔑視である。同和問題、職業差別、障害者差別、性差別、
民族差別等々の根底には過度なまでの人間に対する蔑視がみられる。
人間は差別を好む生きものである。自己の存在証明のために他を蔑視して、優越感に浸り
たいのである。差別心のない人間はいない。ただ内なる差別心に無自覚なだけである。永年
宗門関係学校の同和委員をつとめてきたが、差別問題が生起して確認会が開かれるとかなら
ず「差別と区別は違う」という論理が浮上してくる。一見正当性を帯びているように見える
が、それはほとんど自己弁護のための理論であることが多い。区別は差別の温床である。区
別化がすすむと差別化が生まれる。差別心のない人間はいないという自覚のもとで、学習が
なされなければならないのである。
授業では障害者差別の時間にグラフィックデザイナーの牧口一二氏について学習する。氏
は重度の障害者である。若い頃、入社試験でことごとく断られた。その理由を聞くと「障害
者だから」ということであった。数十年前のことではあるが、現在でもその本質はかならず
しもかわってはいない。
氏は「障害はひとつの個性である」という信念のもと全国の小学校を訪問し講演してい
る。講演が終わると子供たちに松葉杖を使わせて実際に歩かせている。ロールプレイングで
ある。子供たちの反応はよく、こんなに大変なこととは知らなかったという感想が多いそう
である。永年の活動により朝日賞を受賞している。共生という語が流行した。あちこちで聞
かれ各大学でも共生関係の講座が開講された。しかし、現在は当時のような熱気は感じられ
ない。
共生とは浄土宗の学僧椎尾弁匡師の主張するところであり、氏は「ともいき」と言ってい
る。およそ八十年前である。東海学園の校長であった氏に深い影響を受けた哲学者に梅原猛
がいる。また建築家の黒川紀章も、政治家の海部俊樹も高等学校在学中に椎尾の影響を受け
たと言われている。黒川には『共生の思想』という大著があり、建築の基本は共生「ともい
き」に在るというのが黒川であった。
椎尾は「吸う息はく息南無阿弥陀仏」といい、すべてが大自然とのともいきにあると主張
した。
男性も女性も健康な者もそうでない者もともに歩み、ともに生きるというのが仏法精神の
根本である。障害者に対して健常者という語がある。しかし、健常者とはどういう者であろ
うか。問われなければならない。
次に死刑制度について一言したい。制度化された死刑は端的にいって国家による殺人であ
る。不殺生戒を遵守すべき戒律の第一義にブッダは掲げた。出家においても在家の者におい
13
武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.4（2014.3）
ても不殺生戒は守らなければならない実践徳目である。
日本において死刑制度存置論者は圧倒的に多い。世界の趨勢は反対に向いているが日本は
特に死刑執行に前向きであり、諸外国から非難されていることは周知である。EUに参加す
る条件の一つに死刑制度の有無という項目がある。
授業において一九〇〇年代から毎年死刑制度について本学の学生に調査を試みているが、
現在では賛成反対がほぼ拮抗している。時には反対が賛成を若干上まわっていることもあ
る。このことは裁判員制度の問題が影響していると考えられる。今まで死刑制度について考
えることもなかった人々が、真剣に考えるようになったことは歓迎すべきことである。単に
賛成、反対ということではなくて、健康的に論議することの必要性を痛感する。
私が死刑制度存置撤廃の講演などをすると、かならずよせられる批判がある。
　あなたの身内が惨殺された時に、あなたはなお撤廃を主張しますか。
というものである。私は答える。「そのような極限状況を仮定して議論するのはよしましょ
う。そうではなくて、平素、この問題を冷静に議論することが大切ではないですか」と。私
は仏教徒として絶対終身刑を主張する者である。
死刑執行によって一体誰が救われるのか。執行を臨んだ人の中には、そのことによって悩
み、心身症になる人も少なくない。つまり「私も犯人と同じこと（殺人）をしてしまった」
ということである。死刑制度が撤廃されたら犯罪が増加するという見解もある。しかし、周
知のごとくその報告は殆どないのが世界の現実である。
大塚公子の著述に『死刑執行人の苦悩』というものがある。死刑を執行する刑務官の側か
らの貴重なレポートである。三人の刑務官がボタンを押す。自分の押したボタンが死刑囚を
殺したのではないと考えることによって刑務官はアイデンティティをうる。これはあまりに
も残酷である。他人に罪を押しつけて私たちは無関係を装う。
人を殺したらどんな方法をもってしても償うことはできない。いのちをもってしても償う
ことはできない。生涯刑務所で服役してもそれを償うことはできないのである。だから、い
のちを奪ってはならない。それがブッダのいのちへのまなざしであった。
次に仏教者として公害問題を考えるという講義では、経済と国家という視点から論考す
る。一連の公害問題は国家経済と密接にかかわっている。経済成長を図るために手段を選ば
ず工場等を稼働させる。足尾鉱毒事件も、水俣問題も例外ではなかった。足尾銅山鉱毒事件
で政治家田中正造（1841­1913）は国会で演説した。のち明治天皇に直訴（1901年）し逮
捕され、一九一三年七十一歳で生涯を閉じた。彼は言う。
銅山の毒が何に障るかと云う位の事は分かりきっているのに、農商務省が分からぬと云
ふは不思議千万
真の文明は山を荒さず、川を荒さず、村を破らず、人を殺さざるべし
民を殺すは国家を殺すなり、法を蔑にするは国家を蔑にするなり、人が自ら国をころす
のである。
14
この言葉の根底にある「いのち」への正造のまなざしを凝視したいと思う。政府が鉱毒被
害を無視したのは、銅生産が当時の国策だったからである。原子力発電が国策として推進さ
れ五十数基の原発ができてしまった今日の状況と全く同じである。福島原発事故後も、再稼
働に懸命な政府の姿はあまりにも悲惨である。そして、愚かである。ここには足尾鉱毒事件
と同じように国家による「いのちへの」の冒涜がある。このことに目を注がねばならない。
この問題に関して、仏教と資源問題がある。石炭エネルギーから石油へそして原発へとエ
ネルギーは変化した。特に原子力エネルギーは石油の二百万倍という効率のいいエネルギー
として未来をひらくものとしてもてはやされ、その安全性が喧伝された。
しかし、使用済み核燃料は現在の人類では処理できないものとして、人類に不安と脅威を
与えつづけている。今後、世界中で原発設置が計画されている。他面ヨーロッパでは脱原発
の取り組みが盛んである。
フィンランドでは地下四百メートルの洞窟（オンカロ）に使用済み核燃料をコンクリート
で固めて十万年埋没する計画がある。ここでもやはり原子力学者高木仁三郎の「人間は消せ
ない火をつけてしまった」という言葉を想起せずにはおれない。日本の原発依存率は
二十九％である。原発にかわるエネルギーの研究に邁進し、原発を廃炉にする方向をとらな
ければ人類の未来はないといっても、決して過言ではない。
福島は今も汚染水問題の渦中にあるという事実を過少にみてはならない。原発は「反いの
ち」であり、反仏教であるという認識を、仏教者は欠落させてはならない。
以上粗雑になってしまったが、仏教概説の授業における一端を披歴した。仏陀の教説に軸
足を置き、現実の諸問題を多様に問いかけていく中から、その課題に対する方向が見えてく
る筈である。
求道とは課題を明らかにし、その課題と共に生き、課題を超える方途を求めることに他な
らない。それが仏道の出発であり、帰結である。
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